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五ご

箇か

山や
ま

民み
ん

謡よ
う

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

小 久 保 嶺 石 先 生 書

漢 字 半 紙 （誌友〜五段）
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大お
お

伴と
も
の

家や
か

持も
ち

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

小 久 保 嶺 石 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

課題は段級別です。ご注意ください。漢 字 半 紙 （四段〜初段）
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蜃し
ん

氣き

楼ろ
う

小 久 保 嶺 石 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

漢 字 半 紙 （１級〜10級）



6

秀し
ゅ
う

歌か

之の

體て
い

大た
い

略り
ゃ
く

　
　
〈
筆
者
〉
近こ

の

衛え

家い
え

煕ひ
ろ

（
一
六
六
七
〜
一
七
三
六
・
江
戸
中
期
の
能
書
家
・
号
は
予
楽
院
）

石い
そ
の
か
み上

布ふ

る

の
留
野
の
小を

笹ざ
さ

霜し
も

を
経へ

て
ひ
と
夜よ

ば
か
り
に
残
る
年
か
な

『
新
古
今
和
歌
集　

巻
第
六　

冬
歌
698　

摂
政
太
政
大
臣
（
藤
原
良よ

し
つ
ね経

）』

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
20
ペ
ー
ジ
）

提
出
用
紙
─
や
や
薄
手
の
短
冊
練
習
用
紙
。

　
　
　
　
　

 

二
つ
折
に
て
郵
送
で
き
る
も
の
。

幅 約6㎝

短
冊
に
つ
い
て

長
さ 

約
36.5
㎝

余
白 

上
部
を
お
よ
そ
1／

4（
約
9
㎝
）ま
た
は
お
よ
そ
1／

3（
約
12
㎝
）空
け
る

　

鎌
倉
末
期
頃
よ
り
和
歌
を
し

た
た
め
る
書
式
と
し
て
広
ま
り

ま
し
た
。
横
約
6
㎝
、
縦
約

36
・
5
㎝
の
大
き
さ
で
全
懐
紙

を
た
て
に
八
等
分
し
た
大
き
さ

で
す
。
短
冊
に
は
上
下
が
あ
り
、

雲
・
霞
形
は
広
い
ほ
う
が
、
濃

淡
は
濃
い
ほ
う
が
、
着
色
が
異

な
る
場
合
に
は
色
の
濃
い
ほ
う

が
上
と
い
っ
た
も
の
で
、
練
習

用
紙
な
ら
ば
、
糊
付
け
さ
れ
て

い
る
方
が
上
に
な
り
ま
す
。

書
式

　

伝
統
的
な
書
式

◯�

短
冊
の
上
部
を
1
／
3
ま
た
は
1
／
4
空
け
、
歌
を

書
き
始
め
る
。

◯�

墨
継
ぎ
は
和
歌
の
場
合
、
第
一
句
・
三
句
・
五
句
で

行
う
。

◯�

下
部
が
詰
ま
り
過
ぎ
な
い
よ
う
、
少

し
空
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

◯�

行
間
や
、
字
粒
に
も
気
を
つ
け
、
作

品
と
し
て
調
和
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
最
近
で
は
、
こ
の
よ

う
な
伝
統
的
な
書
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

自
由
に
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◯�

出
品
の
際
に
は
、
必
ず
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別

出
品
券
を
表
面
左
下
に
貼
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
裏

面
に
は
不
二
教
室
名
、
氏
名
を
鉛
筆
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。

か な 半 紙 （誌友〜五段）
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由ゆ

良ら

の
と
を 

わ
た
る
舟ふ
な
び
と人 

か
ぢ
を
た
え 

ゆ
く
へ
も
知し

ら
ぬ 

恋こ
ひ

の
道み
ち

か
な
（
曾そ

禰ね
の

好よ
し

忠た
だ

）

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
20
ペ
ー
ジ
）

川 島 史 子 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙 （四段〜初段）
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ほ
し　

は
れ　

ぬ
ふ　

ね
て　

ゐ
の　

阿あ

ら

安 東 聖 空 書 「 梅 雪 か な 帖 」よ り

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
21
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙 （１級〜10級）
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扁額の書をつくる（誌友〜初段） 　課題は段級別です。ご注意ください。

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書き

をしてください。

A 落 款
教
室
名
 段
 氏
名
 級

B
月
別
出
品
券

月
別
出
品
券
と
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
の
貼
り
方

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券

B A

〈落款解説〉

課題　横額 「三省」 石橋鯉城先生書 （用紙　画仙紙半切½）

〈課題より〉

　ここに明治四十四年一月三日の新聞が

あります。そこには『書店の初荷』と題

して神田三省堂の初荷の模様が伝えられ

ています。大久保利通公の神道碑（日下

部鳴鶴筆）建碑のニュースと、東京の三

大書店の一つ、三省堂とお正月の風景が

報じられています。百十年以上も昔の正

月三日に、文芸の話題が紙面を飾ってい

ることに驚かされます。なお、すべての

漢字にルビが振られているので、老若男

女問わず、多くの国民がこの記事を読み

得たのでしょう。明治期の文芸復興の気

概とその恩恵に浴して、希望をもって

活々と生活していたことが偲ばれます。

自分の名前書

▲書店の初荷　三省堂にても百科辭書完成の祝

ひを兼ねて廿餘臺の車を曳き出し車毎に馬鹿囃

子を乗せ笛大皷大旗小旗にて神田の町内を練歩

き博文館でも例年の如く新刊書類を滿載して是

も中中の景氣なり其他白シャツ赤洋袴と云ふ珍

趣向で押出したるもあれば、付け髭鬘と云ふ風

俗もあり二三人連れの荷車は東西に飛違ふ、例

年に比してこそ不景氣なれ未だ〳〵東京名物の

一つたるを失はず

〈用具・用材〉

筆＝羊毫大筆

墨＝一味真

紙＝不二
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漢
字
条
幅
（
１
級
〜
10
級
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

左
の
『
蜀
素
帖
』
の
「
青
松
本
無
華
」
を
臨
書
し
な
さ
い
。

（
柏
見
）
吐
子
效　

鶴
疑
縮
頸
還　

青
松
本
無
華　

安
得
保
歲
寒　

龜
鶴
年
壽
齊　

羽
介
所
託
殊　

種
種
是
靈
物
。
相
得
忘
形
軀　

鶴
有
沖
霄
心　

龜
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青
松
本
無
華
（
青
松
、
本
と
華
無
し
）

未
小
久
保
嶺
石
先
生
臨

（用紙　画仙紙半折1/2・たて68㎝×よこ35㎝）

〈
解
説
〉

青
…�

10
月
号
で
学
ん
だ
冒
頭
の

「
青
松
」
よ
り
力
の
抜
け
た

書
き
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。

含
墨
す
る
が
、
原
帖
に
則
っ

て
や
や
細
目
に
書
き
、
次
の

「
松
」
ま
で
墨
を
残
す
。

松
…�

冒
頭
の
木
偏
は
楷
書
に
近
い

形
で
書
い
た
が
、
こ
こ
で
は

行
書
の
書
き
方
。
「
公
」
は

鋒
を
浮
沈
さ
せ
な
が
ら
筆
脈

を
つ
な
げ
て
書
く
。

本
…�

こ
こ
で
軽
く
含
墨
し
て
も
よ

い
。
筆
順
に
注
意
。

無
…�

渇
筆
で
表
現
し
て
み
よ
う
。

行
書
で
は
、
横
を
３
本
引
い

て
か
ら
縦
４
本
。
縦
の
４
本

目
に
つ
な
い
で
烈
火
を
示
す

横
画
、
の
順
に
書
く
。

華
…�

ソ
・
一
の
草
冠
。
筆
写
体

の
蕐
を
書
い
て
い
る
。
指

書
を
し
て
形
に
慣
れ
て
か

ら
書
こ
う
。

〈
大
意
〉�

青
い
松
に
は
も
と
も
と
花
は
咲
か
な
い
。

蜀し
ょ
く
そ
じ
ょ
う

素
帖
（
北
宋
・
一
〇
八
八
年
）　

米
芾
（
一
〇
五
一
～
一
一
〇
七
）

〈
学
び
方
〉

○�

ま
ず
原
帖
（
左
図
版
）
を
鑑
賞
す
る
。
そ
の
あ
と
、
大
字
で
書
か
れ
た

参
考
手
本
か
ら
布
置
や
変
化
の
つ
け
方
な
ど
を
確
認
し
て
臨
書
す
る
。

○
余
白
を
含
め
た
布
置
の
取
り
方
を
学
ぶ
。

※�作品識別のため、作品下部に教室・
氏名の鉛筆書きをしてください。

※
○
○
臨
と
入
れ
ま
す
。

臨

1

2

3

4

5

▲
含
墨

▲
含
墨

横
長

筆
写
体（
楷
書
）

〈
用
具
・
用
材
〉�

筆
＝
永
昌
条
幅　

 

墨
＝
和
墨　

紙
＝
中
国
画
仙
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〈
大
意
〉�

遠
方
に
見
え
る
雪
山
に
、
夕
方
さ
ら
に

雪
が
降
っ
て
き
た
。

〈
読
み
〉�

雪
山
耳に

遊ゆ

き
能の

不ふ

り
ゐ
る
ゆ
ふ
べ
可か

那な

〈
出
典
〉�

前
田
普
羅
（
一
八
八
一
～
一
九
五
四
）

〈
解
説
〉

○�

連
綿
は
「 

」
と
「  

」
だ
け
で
一
字

一
字
を
き
っ
て
書
く
「
放
ち
書
き
」
に
し
ま
し

た
。
簡
潔
で
す
が
間
の
と
り
方
・
気
脈
（
筆
の

気
持
ち
が
続
い
て
い
く
こ
と
・
画
と
画
と
が
見

え
な
い
線
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
）
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

○�

字
に
大
小
強
弱
も
つ
け
、
変
化
を
出
し
ま
す
。

○�

二
行
目
は
強
い
線
で
書
く
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
羊
毛
筆　

墨
＝
和
墨　

紙
＝
か
な
用
加
工
紙

※�

作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部
に
教
室
・
氏
名
の
鉛
筆

書
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

雪せ
つ

山ざ
ん

に
雪
の
降
り
居ゐ

る
夕ゆ
ふ
べか

な

か
可（ 
）

な
那（ 

）

ふ
不（ 

）

に
耳（  

）ゆ
遊（ 

）

の
能（ 

）

須
山
万
寿
先
生
書

（
用
紙 

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）

か
な
条
幅
（
誌
友
〜
10
級
）

▲
墨

▲
墨

で
も
よ
い
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永 井 香 樹 先 生 書

〈
課
題
よ
り
〉

○�

ド
ラ
え
も
ん
が
の
び
太
に
向
け
て
「
よ

く
見
て
お
く
ん
だ
ね
。
君
が
昼
寝
を
し

て
い
る
間
に
も
時
間
は
流
れ
続
け
て
い

る
、
一
秒
も
待
っ
て
く
れ
な
い
。
そ
し

て
」
に
続
く
。

〈
解
説
〉

○�

前
半
は
や
や
小
さ
め
に
書
き
、
後
半
は

文
字
数
が
多
い
の
で
二
行
で
書
い
て
み

ま
し
た
。

○�

潤
渇
の
響
き
合
い
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

○�

用
紙
を
前
半
と
後
半
を
一
対
二
く
ら
い
の

広
さ
に
書
く
と
、
ま
と
め
易
く
な
り
ま
す
。

○�

二
行
目
は
渇
筆
を
活
か
し
て
、
漢
字
を

大
き
め
に
書
く
と
変
化
も
生
ま
れ
、
三

行
目
で
墨
を
入
れ
て
添
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
四
号
羊
毛

　

墨
＝
和
墨　
　

紙
＝
手
漉
和
画
仙

流
れ
去
っ
た
時
間
は

二
度
と
帰
っ
て
こ
な
い

（用紙　画仙紙半切1/2・たて68cm×よこ35cm）

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをしてください。

新

和

様
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
流
」
の
筆
写
体
「 

」

二
行
目
は

渇
筆
で

表
現
停
止

二
行
目
に

添
わ
せ
る

▲
墨
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（
用
紙　

半
紙
）

雪
卸お
ろ

し
能の

登と

見
ゆ
る
ま
で
上
り
け
り

石 橋 鯉 城 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
21
ペ
ー
ジ
）

新 和 様 （１級〜10級）

（
用
紙　

半
紙
）

未
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〈
用
具
〉�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色

　
　
　

 （
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
紙
〉
不
二
硬
筆
用
紙
３
行
書
き

万
葉
集
の
編
者
で
歌
人
で
も
あ
っ
た
大
伴
家
持
は
、
七
四
六
年
か
ら
五
年

間
、
越
中
の
国
守
と
し
て
現
在
の
高
岡
に
赴
任
し
た
。

堀
津
節
子
先
生
書

〈解　説〉

長
く

戻
る

タ
テ
画
右
よ
り

※

ペ 

ン
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

出
し
て

上
の
文
字
の
収
筆
か
ら
※
印
ま
で
一
文
字
の
よ
う
に
続
け
る

※

※

※

※

止
め
て

止
め
て

広
く

一
つ
は
な
し
て
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〈解　説〉

〈
用
具
〉�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス

ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク

は
黒
色
（
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
紙
〉
不
二
硬
筆
用
紙
２
行
書
き

和
紙　

黒
部
峡
谷　

大
佛　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

ほ
た
る
い
か

小
島
鳳
洽
先
生
書

ペ 

ン
（
１
級
〜
10
級
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
こ
だ
け

左
に
突
き
出
す

後
半
を

つ
な
げ
る

払
う
が
止
め
る

払
う
が
止
め
る

長
く

軽
く止め

る

前
後
の
字
に
つ
め
な
い
よ
う
に

紙
に
静
か
に
鋒
先
を
お
ろ
す
つ
も
り
で

ね
か
せ
る

あける

あける

①

③

②

①

②

①

③

②
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“
一
字
書
っ
て
面
白
い
な
”
─
筆
遣
い
と
筆
字
の
表
現
─　

運
筆
の
極
意
に
迫
る

〝
何
か
、
こ
の
字
へ
の
想オ

モ
イ
を
込
め
て
書
こ
う
〟

（
随 

意 

課 

題
）　

段
級
に
関
わ
り
な
く
出
品
で
き
ま
す
。

評
価
は
天
と
地
に
な
り
ま
す
。

〈
漢
字
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

〈
平
が
な
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

そ
（
こ
の
平
が
な
の
原
字
は
「
曾
」
の
草
書
形
）

曽	〈
読
み
〉
ソ
・
ソ
ウ
・
か
つ
て
・
す
な
わ
ち�

		

〈
意
味
〉�

か
さ
ね
る
・
以
前
に
・
ふ
え
る

石 橋 鯉 城 先 生 書

（
用
紙　

半
紙
）

（
用
紙　

半
紙
）

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをしてください。

　

学
生
書
道
展
の
一
字
書
部
門
は
、
近
年
出
品
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
ペ
ー
ジ
へ
の
取
り
組
み
方
も
始
ま
っ
た
当
初
に
比
べ
、
用
具
・
用
材
、
布
置
、

落
款
の
入
れ
方
な
ど
に
研
究
の
跡
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
二

度
と
同
じ
作
品
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
一
字
書
の
醍
醐
味
で
す
。

今
回
は
「
そ
」
を
課
題
に
選
び
ま
し
た
。
墨
色
に
よ
っ
て
も
随
分
印
象
が
変
わ

り
ま
す
ね
。
同
じ
よ
う
な
作
品
を
何
枚
も
書
く
の
で
は
な
く
、
筆
を
替
え
て
、

墨
色
を
変
え
て
、
運
筆
を
変
え
て
、
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉
筆
＝
重
ね
筆
大
特
選
永
昌　

小
魔
法
の
筆　

墨
＝
松
鶴
齋
寿

◯
用
具
を
考
え
る
。
筆
の
材
質
、
大
き
さ
。
用
紙
の
種
類
（
滲
み
の
出
し
方
）。
　

◯�
墨
を
磨
る
。
濃
い
め
に
磨
っ
て
、
濃
墨
で
表
現
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
線
の
輪

郭
が
ピ
リ
ッ
と
し
、
渇
筆
も
明
る
く
表
現
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◯�

墨
を
磨
り
な
が
ら
お
手
本
を
眺
め
て
み
よ
う
。
こ
の
線
は
ど
ん
な
筆
の
動
き

か
ら
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
鋒
先
の
浮
沈
、
運
筆
の
遅
速
変
化
も
見
て
取

り
た
い
。

◯�

書
き
終
え
た
ら
、
名
前
の
一
字
を
入
れ
る
。
ま
た
は
押
印
す
る
。
陰
影
を
作

っ
て
お
い
て
、
仮
に
置
い
て
み
て
押
印
の
位
置
を
確
認
す
る
と
よ
い
。



18

日
常
の
文
字
を
書
こ
う
！

ペ
ン
字
で
の
10
分
間
練
習
法 

㉑
（
随
意
課
題
）

新

富
山
県
　

富
山
市　

高た
か
お
か岡

市　

魚う
お

津づ

市　

氷ひ

み見
市　

滑な
め
り
か
わ川
市　

黒
部
市　

砺と

波な
み

市　

小お

や

べ

矢
部
市　

南な
ん

砺と

市　

射い

水み
ず

市　

中な
か
に
い
か
わ

新
川
郡
舟ふ

な
は
し
む
ら

橋
村　

上か
み
い
ち
ま
ち

市
町　

立た
て
や
ま
ま
ち

山
町　

下し
も

新
川
郡
入に

ゅ
う
ぜ
ん
ま
ち

善
町　

朝あ
さ

日ひ

町ま
ち　

雨あ
ま
は
ら
し晴
海
岸　

宇う

奈な

月づ
き

温
泉　

神じ
ん
ず
う通
川　

雲く
も

ノの

平だ
い
ら　

宮
島
峡　

立た
て
や
ま
さ
ん
ろ
く

山
山
麓　

黒く
ろ

部べ

峡き
ょ
う

谷こ
く　

称し
ょ
う
み
ょ
う
だ
き

名
滝　

常じ
ょ
う

願が
ん

寺じ

川　

国
宝　

高こ
う

岡こ
う

山ざ
ん

瑞ず
い

龍り
ゅ
う

寺じ　

世
界
遺
産　

五ご

箇が

山や
ま

菅す
が

沼ぬ
ま

合
掌
造
り
集
落

　

20
字
×
10
行
の
原
稿
用
紙
に
書
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
10
分
以
内
で
書
け
る
よ
う
に
練
習
し
て

み
ま
し
ょ
う
。10
分
書
い
て
も
、指
や
手
首
が
疲
れ
な

い
よ
う
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

用
紙　

原
稿
用
紙
20
字
×
10
行

用
具　

ボ
ー
ル
ペ
ン　

つ
け
ペ
ン　

万
年
筆　

デ
ス
ク
ペ
ン

（
）

教
室
名

氏　

名
※
ど
の
段
級
の
方
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

　
「
月
別
出
品
券
」及
び「
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
」を
添
付
し
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。
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課
　
　
題
　
　
解
　
　
説

漢
字
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
）…
…
…
…（
3
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）…
…
…
…（
5
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
四
段
〜
初
段
）…
…
…
…（
4
ペ
ー
ジ
）

大
伴
家
持（
お
お
と
も
の
や
か
も
ち
）

〈
課
題
よ
り
〉�

家
持
は
天
平
十
八
年
、
宮
内
少
輔
（
し
ょ
う
ふ
＝
律

令
制
の
省
の
次
官
）
と
な
る
。
同
年
六
月
に
は
、
越

中
守
に
任
じ
ら
れ
、
少
納
言
と
な
っ
て
帰
京
す
る
ま

で
の
五
年
間
、
越
中
国
に
在
任
し
た
。

〈
解
説
〉

○
行
書
の
基
本
的
な
書
き
ぶ
り
を
学
ぶ
。

○
曲
線
と
直
線
を
交
え
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
行
書
体
を
書
こ
う
。

大
…�

一
画
目
は
低
め
に
、
太
く
短
く
。
二
画
目
は
体
が
先
に
進

み
、
筆
が
後
か
ら
つ
い
て
く
る
よ
う
に
。

伴
…�

六
画
目
か
ら
七
画
目
へ
は
、
体
を
前
傾
し
て
、
逆
筆
で
突

い
て
か
ら
体
を
後
ろ
に
倒
し
て
書
く
。
体
を
使
っ
て
書
く

こ
と
が
重
要
（
往
還
・
往
っ
て
還
る
）。

家
…�

三
画
目
と
六
画
目
の
曲
線
部
は
直
線
を
連
続
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
書
く
。

持
…�
三
画
目
の
起
筆
の
角
度
注
意
。「
寺
」
の
長
大
画
を
明
確
に
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

蜃
氣
楼（
し
ん
き
ろ
う
）

〈
課
題
よ
り
〉�

蜃
は
大
蛤
、
ま
た
は
ミ
ズ
チ
。
そ
れ
が
吐
く
息

か
ら
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
砂
漠
や
海
上
で
、

見
え
な
い
筈
の
風
景
が
遠
く
に
ぼ
ん
や
り
と
浮

き
上
が
っ
た
よ
う
に
見
え
る
現
象
。
日
射
に
よ

り
地
表
付
近
の
大
気
に
密
度
差
が
で
き
、
光
が

異
常
屈
折
す
る
た
め
に
起
こ
る
。

〈
解
説
〉

○
三
文
字
を
楷
書
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く
。

○�

鋒
先
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
き
り
っ
と
し
た
書
線
で
表

現
し
よ
う
。

蜃
…�

辰
と
虫
の
組
合
せ
。
辰
の
二
画
目
の
左
払
い
と
最
後
の
右

払
い
を
伸
び
や
か
に
し
て
、
そ
の
中
に
虫
を
収
め
る
。
辰

と
虫
ど
ち
ら
も
扁
平
に
し
て
、
縦
長
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
注
意
。

氣
…�

气
（
き
が
ま
え
）
と
米
の
組
合
せ
。「
気
」
の
本
字
。
気
構

え
は
右
に
重
さ
が
あ
る
の
で
、「
米
」
を
左
に
寄
せ
て
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
。

楼
…�

木
偏
と
娄
の
組
合
せ
。
木
偏
は
幅
を
狭
く
し
て
旁
を
ゆ
っ
た

り
と
。「
女
」
の
筆
順
に
注
意
す
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉
筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

五
箇
山
民
謡（
ご
か
や
ま
み
ん
よ
う
）

〈
課
題
よ
り
〉�

五
箇
山
は
富
山
県
南
西
部
、
庄
川
沿
い
の
地
域
。
こ

こ
は
民
謡
の
宝
庫
と
言
わ
れ
、
中
で
も
「
こ
き
り
こ

節
」
や
「
麦
屋
節
」
が
有
名
。

〈
解
説
〉

○�

呼
吸
の
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
、
画
と
画
、
文
字
と
文
字
に
筆
脈
を

つ
な
げ
て
書
こ
う
。

○�

文
字
の
概
形
を
掴
み
、
単
語
の
ま
と
ま
り
が
見
え
る
よ
う
に
書

こ
う
。

五
…�

画
数
が
少
な
い
の
で
、
空
間
が
広
が
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
太

め
の
線
で
小
ぶ
り
に
書
く
。

箇
…�

国
構
は
内
側
を
広
げ
る
よ
う
に
膨
ら
ま
せ
て
「
古
」
を
し
っ

か
り
入
れ
る
。

山
…�

太
め
の
線
で
、
一
画
一
画
鋒
を
起
こ
し
て
次
画
に
連
絡
さ
せ
る
。

民
…�

三
画
目
は
撥
ね
る
の
で
は
な
く
「
レ
」
を
書
く
よ
う
に
し
っ

か
り
角
度
を
持
た
せ
て
画
を
作
る
。

謡
…�

鋒
の
浮
沈
の
変
化
、
運
筆
の
遅
速
の
変
化
を
つ
け
て
書
こ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

① ② ③

や
わ
ら
か
く

押
さ
え
る
波
法

角
度
大
き
く

し
て
し
っ
か
り
と
書
く

方
向
の
変
化
を

つ
け
て

小
ぶ
り
で
も

肉
太
に

前
画
か
ら

受
け
る

内
側
を
広
げ
る

鋒
先
で

竹
冠
の
6
つ
の

画
を
や
わ
ら
か
く

つ
な
げ
る

下
に

出
す

直
線
を
つ
な
ぐ

よ
う
に

し
っ
か
り

長
く

書
き
出
し

低
く

止
め
て
上
へ

伸
び
上
が
る

6
画
目
か
ら

逆
筆
で
受
け
る

長
い
線
は
反
る

こ
こ
で

鋒
を
起
こ
し

な
が
ら
旁
へ

払
う
が

鋒
を
紙
に

残
す

再
び
鋒
を
沈
ま
せ
て

立
て
る

長
い
画
は

軽
く

し
な
や
か

な
線
で

中
心
を

通
す

縦
画
は

張
り
を

も
た
せ
る

ウ
冠
を

幅
広
く

中
心
を
通
す

こ
こ
だ
け
長
く

「
女
」の
筆
順

に
注
意

「
米
」は
中
心
よ
り

左
寄
り
に

傍
に
ぶ
つ
か
ら
な
い

よ
う
に
そ
ろ
え
る

（
相
譲
相
避
の
法
則
）

5

8

中
心

伸
び
や
か
に

短
く

「
辰
」と「
虫
」を
偏
平
に

し
て
組
み
合
わ
せ
る

「
気
」
の
本
字

伸
び
や
か
に

そ
り

点は
三拍子に

7

6

9
10

11 12
13

①

③
②

①
②

③

大 小

3 4
5

6
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か
な
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
6
ペ
ー
ジ
）

か
な
半
紙
（
四
段
〜
初
段
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
7
ペ
ー
ジ
）

「
秀
歌
之
體
大
略
」�

解
説     

福
原
溪
春
先
生

石い
そ
の

上か
み

布ふ

留る

野の

の
小を

笹ざ
さ

霜し
も

を
経へ

て
ひ
と
夜よ

ば
か
り
に
残
る
年
か
な

〈
読
み
〉
い
所そ

の
可か

見み

ふ
る
能の

のゝ

小を

篠ざ
さ

志し

も
を
へ
弖て

日ひ

と
よ
盤ば

可か

利り

尓に

残の
こ

る
東と

し
可か

那な

〈
大
意
〉�

石
上
の
布
留
の
野
の
笹
が
、
幾
度
も
の
霜
に
あ
っ
て
、
一
節ふ
し

ば
か
り
残
っ
て
い
る
こ

ろ
に
な
っ
た
が
、
今
年
も
、
あ
と
一
夜
ば
か
り
残
っ
て
い
る
年
で
あ
る
こ
と
よ
。 

※
石
上
の
布
留
…
奈
良
県
天
理
市
、
石
上
神
宮
付
近

〈
出
典
〉�

新
古
今
和
歌
集　

巻
第
六　

冬
歌
698　

摂
政
太
政
大
臣
（
藤
原
良よ
し

経つ
ね

）

〈
解
説
〉

○�

行
の
流
れ
を
把
握
し
て
書
こ
う
。

　

・�

1
行
目「
い
所
の
可
見
」
の「
可
」、「
ふ
る
能
ゝ
」
の「
ゝ
」、
2
行
目「
日
と
よ
」
の

「
と
」、「
東
し
可
那
」
の「
し
」
が
中
心
よ
り
右
寄
り
に
な
っ
て
い
る
。

○�

墨
色
の
変
化
に
留
意
す
る
。

　

・�

渇
筆
部
は
ゆ
っ
く
り
運
筆
し
、
残
る
墨
を
し
ぼ
り
出
す
。

○
疎
密
の
変
化
に
留
意
す
る
。

　

・�

１
行
目
の
「
い
所
の
可
見
」
の
か
「
可
見
」、「
志
も
を
へ
弖
」
の
「
を
へ
弖
」、
2
行
目

の
「
盤
可
利
尓
」
が
密
に
な
っ
て
い
る
。

○
変
体
仮
名
・
漢
字
の
草
書
（
く
ず
し
方
）
を
理
解
し
て
か
ら
書
こ
う
。

　

・�「
所
・
能
・
弖
・
盤
・
東
・
那
」「
篠
・
残
」
な
ど
。

○�

5
ペ
ー
ジ
の
「
短
冊
の
書
式
」
を
理
解
し
て
全
体
の
構
成
を
考
え
る
。

由
良
の
と
を 

わ
た
る
舟
人 

か
ぢ
を
た
え 

ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ 

恋
の
道
か
な
（
曾
禰
好
忠
）

〈
読
み
〉�

ゆ
ら
の
と
を
わ
多た

る
舟ふ
な

人び
と

か
ち
越を

多た

盈え

遊ゆ

く
部へ

毛も

し
ら
ぬ
恋こ
ひ

の
み
遅ち

可か

奈な

〈
大
意
〉�

由
良
の
瀬
戸
を
渡
る
舟
の
り
が
、
か
じ
を
失
っ
て
、
行
く
先
も
わ
か
ら
ず
漂
う
よ
う
に
、

行
く
末
の
な
り
ゆ
き
も
わ
か
ら
な
い
（
た
よ
り
な
い
）
恋
の
将
来
で
あ
る
こ
と
よ
。

〈
出
典
〉
小
倉
百
人
一
首
46

〈
解
説
〉

　

後
半
を
大
ら
か
に
運
び
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
は
、
下
の
句
「
し
ら
ぬ
恋
の
み
ち
」
の
上
部
と
下
部
に
添
え
る
行
を
書
き
、
変
化
を

つ
け
ま
し
た
。
渇
筆
部
を
の
び
や
か
に
し
て
、
軽
や
か
に
展
開
し
ま
す
。

　
「
恋
」
で
含
墨
し
ま
す
が
、
漢
字
で
画
数
が
多
い
た
め
、
墨
が
多
く
出
て
重
く
な
ら
な
い
よ

う
に
、
墨
量
の
調
整
が
必
要
で
す
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
か
な
用
小
筆　

紙
＝
か
な
用
半
紙　

墨
＝
か
な
用
和
墨

※
左
は
し
に
は
、
教
室
名
・
氏
名
を
入
れ
ま
す
。

▲
含
墨

余
白

徐
々
に
渇
筆
に

徐
々
に
渇
筆
に

▲
含
墨

▲
含
墨

密

そ（
所
）

か（
可
）み（

見
）

の（
能
）

し（
志
）

に（
尓
）

な（
那
）

と（
東
）

り（
利
）

は（
盤
）

ひ（
日
）

密

て（
弖
）

舟

恋

ゆ（
遊
）

へ（
部
）
も（
毛
）
横
三
線
が

並
行
に
な
ら
な
い

よ
う
に

え（
盈
）

た（
多
）

を（
越
）

下
か
ら

突
い
て

文
字
の
姿
を

変
え
る

大
ら
か
に

る（
留
）

な（
奈
）

か（
可
）

逆
筆
で

入
る

中
太
に

ち（
遅
）

た（
多
）

徐
々
に
渇
筆
に

徐
々
に
渇
筆
に

（
篠
）

（
残
）

密

疎

笹＝
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（
1
級
〜
10
級
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
14
ペ
ー
ジ
）

◆
3
月
号
課
題
予
告

漢
字
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

尾
張
徳
川
家

　

四
段
〜
初
段　

織
田
信
長

　

１
級
〜
10
級　

�

有
松
絞

か
な
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

�

梅
可
え
耳
な
支
て
う
徒
ろ
ふ
鶯
能 

者
ね
し
ろ
多
へ
尓
あ
八
雪
所
ふ
類

　

四
段
〜
初
段　

�

こ
れ
や
こ
の 

行
く
も
帰
る
も 

別
れ
て
は 

知
る
も
知
ら
ぬ
も 

あ
ふ
坂
の
関	

（
蟬
丸
）

　

１
級
〜
10
級　

�

よ
ろ　

ら
て　

そ
つ 

け
れ　

や
那　

む
き 

尓
は　

こ
と　

末
る

扁
額

　
　

誌
友
〜
初
段　

未
定

漢
字
条
幅

　
　

１
級
〜
10
級　

�

米
芾　

蜀
素
帖
臨
書

か
な
条
幅

　

誌
友
〜
10
級　

��

火
と
も
せ
ば
う
ら
梅
が
ち
に
見
ゆ
る
な
り

新
和
様

　

八
段
〜
初
段　

�

及
ば
ざ
る
は
過
ぎ
た
る
よ
り
勝
れ
り

　

１
級
〜
10
級　

�

未
定

ペ
ン

　

八
段
〜
初
段　

�

江
戸
時
代
ま
で
に
建
造
さ
れ
た
現
存
天

守
十
二
城
の
一
つ
犬
山
城
は
、
木
曽
川

の
ほ
と
り
の
小
高
い
山
の
上
に
建
て
ら

れ
て
い
る
。  

　

１
級
〜
10
級　

�

熱
田
神
宮　

大
須
観
音　

寂
光
院 

ジ
ブ
リ
パ
ー
ク　

し
ゃ
ち
ほ
こ

※
課
題
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

雪
卸お
ろ

し
能の

登と

見
ゆ
る
ま
で
上
り
け
り

※�

二
字
連
綿
は
古
典
の
表
現
で
和
歌
の
基
本

的
な
美
を
つ
く
る
大
切
な
も
の
で
す
。
繰

り
返
し
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

か
な
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
8
ペ
ー
ジ
）

▲
含
墨

▲
含
墨

書
き
ぶ
り
を

変
え
る

伸
び
や
か
に密 密

密

密

文
字
群

〈
大
意
〉�

久
し
振
り
に
晴
れ
た
の
で
、
四
・
五

日
降
り
続
い
た
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を

し
よ
う
と
、
能
登
半
島
が
見
え
る
ぐ

ら
い
高
い
屋
根
に
上
っ
た
。

〈
作
者
〉
前
田
普
羅
（
一
八
八
一
～
一
九
五
四
）

〈
解
説
〉

◯�

墨
を
濃
く
磨
り
、
少
し
水
で
薄
め
て
や
や
淡

墨
で
書
い
て
み
た
。
墨
色
の
変
化
を
楽
し
み

な
が
ら
書
い
て
み
よ
う
。

◯�

横
画
は
軽
快
に
筆
を
運
び
、
縦
画
は
筆
の
重

さ
で
ゆ
っ
く
り
と
運
筆
す
る
。

○�

全
体
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
す
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
も
文
字
群
が
あ
る
。

○�

文
字
の
大
小
、
長
短
、
字
間
の
あ
き
具
合
、

潤
渇
の
変
化
に
留
意
し
て
流
れ
よ
く
ま
と
め

た
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
超
長
鋒
羊
毫
筆　

墨
＝
顕
微
無
間　

紙
＝
松
雪

広
い
空
間

ほ
し　

は
れ

ぬ
ふ　

ね
て

ゐ
の　

阿
ら

中
太
り
に

中
太
り
に

こ
ち
ら
を

広
く

手
首
を
回
す

短
く
な
ら
な
い
よ
う
に

手
首
を
回
す

中
太
り
に受

け
て

突
き
返
す

な
め
ら
か
に

突
き
返
す

右
よ
り
に

◯
印
は
空
け
る

右
よ
り
に

右
よ
り
に

続
け
る

能
の
筆
写
体
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～日本の伝統文化「書初」にご家族・団体でご出品を！～

 令和 5年 書初不二誌上展 作品
募集

出品期間：令和 5年1月 11日（水）～1月17日（火）必着
  

＊出品要項は本誌50～53ページをご覧ください。

令和5年7月4日［火］ー9日［日］（予定）会　期

兵庫県立美術館 ギャラリー（ギャラリー棟3階）会　場
（兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通１丁目１－１）

公募
第36回不二現代書展

【主催】公益財団法人 日本書道教育学会

午前10時～午後6時 13,000円（税込）時　間 出品料
（入館は午後5時30分まで） ※ただし部門を跨いで出品の場合は2点目以降1点につき7,000円とする。

第72回 全日本学生書道展
令和5年1月4日（水）～1月10日（火）

◇会　場：東京都美術館  2 階第2・3展示室（東京都台東区上野公園8-36）
◇時　間：午前9時30分～午後5時30分（入場は午後5時まで）
　　　　　  ※最終日は午後2時まで（入場は午後1時30分まで）

◇主　催：公益財団法人  日本書道教育学会
◇後　援：文化庁・中国大使館・東京都教育委員会・読売新聞社・
　　　　　日本テレビ放送網株式会社　

東 京 都 美 術 館 に て 書 道 學 會 展 と 同 時 開 催

入場
無料

※授賞式は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、特別賞受賞者のみを対象に執り行います。

特選・金賞・銀賞・銅賞
特選・金賞には賞状及び賞品を、銀賞・銅賞には賞状を贈呈します。
特選に選ばれた作品は
不二各誌・ぺんの力３月号に写真版として掲載されます。

表　彰

漢字かな交じり書と漢字造型　二つの新しい書美の探究を目指す

第72回 全日本学生書道展
令和5年1月4日（水）～1月10日（火）

◇会　場：東京都美術館  2 階第2・3展示室（東京都台東区上野公園8-36）
◇時　間：午前9時30分～午後5時30分（入場は午後5時まで）
　　　　　  ※最終日は午後2時まで（入場は午後1時30分まで）

◇主　催：公益財団法人  日本書道教育学会
◇後　援：文化庁・中国大使館・東京都教育委員会・読売新聞社・
　　　　　日本テレビ放送網株式会社　

東 京 都 美 術 館 に て 書 道 學 會 展 と 同 時 開 催

入場
無料


